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(57)【要約】
【課題】給水経路上にフィルターを有する内視鏡洗浄装
置において、フィルターの交換時に給水管路やフィルタ
ー内に残留している水が垂れることを抑止することが可
能な内視鏡洗浄装置の提供。
【解決手段】給水管路２９上に設けられる水フィルター
Ｆｒ１を備える洗浄消毒槽において、エアポンプＡＰ１
と、当該エアポンプＡＰ１から水フィルターＦｒ１まで
の送気路（バイパスチューブ２８等）を備えさせること
により、水フィルターＦｒ１に対するエアブローを可能
とする。
【選択図】図６



(2) JP 2017-205396 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を洗浄・消毒するための槽である洗浄消毒槽と、
　給水元から前記洗浄消毒槽へ水を供給する給水管路と、
　前記給水管路上に設けられるフィルターと、
　前記フィルターに対するエアブローを行う給気部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【請求項２】
　前記フィルターの交換処理において、
　前記フィルターの取り外しの前に、前記給気部による前記フィルターに対するエアブロ
ーが実行されるように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄装置
。
【請求項３】
　前記給気部が、エアポンプと、当該エアポンプと前記給水管路とを接続する給気管路と
、によって構成され、
　前記給水管路上に、前記給水元からの給水を制御するバルブが設けられ、
　前記バルブと前記フィルターとの間となる前記給水管路に、前記給気管路が接続された
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項４】
　前記バルブと前記フィルターとの間となる前記給水管路に対する圧抜きバルブを設けた
ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項５】
　前記フィルターに対するエアブローの後に、前記圧抜きバルブを開けることにより前記
給水管路の圧抜きが実行されるように構成されていることを特徴とする請求項４に記載の
内視鏡洗浄装置。
【請求項６】
　前記給水管路に対して消毒液を供給する消毒液供給部を備えることを特徴とする請求項
１から請求項５の何れかに記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項７】
　前記消毒液供給部から前記給水管路に対して消毒液を供給する処理の前又は後若しくは
前後に、前記フィルターに対するエアブローが実行されるように構成されていることを特
徴とする請求項６に記載の内視鏡洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用内視鏡を洗浄・消毒する内視鏡洗浄装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用の内視鏡は、人体内部の観察等を目的とし、体内に挿入して使用される。従って
、その使用後においては、洗浄・消毒を行う必要があり、そのための装置として内視鏡洗
浄装置が用いられている。
　このような内視鏡洗浄装置に関する従来技術が特許文献１によって開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２８７５８１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１においても濾過手段１３として記載されているように、内視鏡洗浄装置に対
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する給水経路（基本的には上水道を供給元とする給水管路）には、フィルターが備えられ
ているのが通常である。
　当該フィルターは、給水元（上水道）から供給される水をろ過するものであり、一定の
使用期間ごとに交換されるものである。
　フィルターの交換処理においては、当然に給水管路を閉めた状態とするが、フィルター
の取り外し時に、給水管路やフィルター内に残留している水が垂れてくる場合があるとい
う問題があった。
【０００５】
　本発明は、上記の点に鑑み、給水経路上にフィルターを有する内視鏡洗浄装置において
、フィルターの交換時に、フィルター内に残留している水が垂れることを抑止することが
可能な内視鏡洗浄装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
（構成１）
　内視鏡を洗浄・消毒するための槽である洗浄消毒槽と、給水元から前記洗浄消毒槽へ水
を供給する給水管路と、前記給水管路上に設けられるフィルターと、前記フィルターに対
するエアブローを行う給気部と、を備えることを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【０００７】
（構成２）
　前記フィルターの交換処理において、前記フィルターの取り外しの前に、前記給気部に
よる前記フィルターに対するエアブローが実行されるように構成されていることを特徴と
する構成１に記載の内視鏡洗浄装置。
【０００８】
（構成３）
　前記給気部が、エアポンプと、当該エアポンプと前記給水管路とを接続する給気管路と
、によって構成され、前記給水管路上に、前記給水元からの給水を制御するバルブが設け
られ、前記バルブと前記フィルターとの間となる前記給水管路に、前記給気管路が接続さ
れたことを特徴とする構成１又は構成２に記載の内視鏡洗浄装置。
【０００９】
（構成４）
　前記バルブと前記フィルターとの間となる前記給水管路に対する圧抜きバルブを設けた
ことを特徴とする構成３に記載の内視鏡洗浄装置。
【００１０】
（構成５）
　前記フィルターに対するエアブローの後に、前記圧抜きバルブを開けることにより前記
給水管路の圧抜きが実行されるように構成されていることを特徴とする構成４に記載の内
視鏡洗浄装置。
【００１１】
（構成６）
　前記給水管路に対して消毒液を供給する消毒液供給部を備えることを特徴とする構成１
から構成５の何れかに記載の内視鏡洗浄装置。
【００１２】
（構成７）
　前記消毒液供給部から前記給水管路に対して消毒液を供給する処理の前又は後若しくは
前後に、前記フィルターに対するエアブローが実行されるように構成されていることを特
徴とする構成６に記載の内視鏡洗浄装置。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の内視鏡洗浄装置によれば、フィルターに対するエアブローを行う給気部を備え
るため、フィルターの交換処理において、フィルターに対するエアブローによって水を切
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ることができ、交換作業時に水が垂れてきてしまうといったことを抑止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る実施形態の内視鏡洗浄装置の外観を示す斜視図
【図２】実施形態に係る内視鏡洗浄装置の洗浄消毒槽部分を示す図であり、（ａ）は上面
図、（ｂ）は図（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図
【図３】実施形態に係る内視鏡洗浄装置の本発明に関する流体系統図
【図４】実施形態に係る内視鏡洗浄装置における水フィルター交換処理の処理動作の概略
を示すフローチャート
【図５】実施形態に係る内視鏡洗浄装置における全管路消毒処理の処理動作の概略を示す
フローチャート
【図６】給水管路（水フィルター含む）に対するエアブロー時の送気経路を示す流体系統
図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施態様について、図面を参照しながら具体的に説明する。なお、以下
の実施態様は、本発明を具体化する際の一形態であって、本発明をその範囲内に限定する
ものではない。
【００１６】
　図１は、本発明に係る実施形態の内視鏡洗浄装置の外観を示す斜視図である。同図に示
されるように、内視鏡洗浄装置１は、直方体状の本体の上部に、洗浄消毒槽１１を備えて
おり、当該洗浄消毒槽１１に内視鏡（図示せず）をセットし、洗浄槽カバー１３を閉めた
上で（洗浄槽カバー１３を開ける際は、開閉ペダル１４を踏むことによって開ける）、ユ
ーザに対する入出力部であるタッチパネル１５を操作することで、内視鏡の洗浄・消毒が
行われる装置である。
　洗浄消毒槽１１に内視鏡をセットする際には、内視鏡の吸引チャネル、送気・送水チャ
ネル、鉗子チャネル、鉗子起上チャネルに、洗浄消毒槽１１の配管（洗浄液・消毒液・す
すぎ水や、エアを内視鏡内に供給するチューブ）を接続し、中央部の島１１１に巻き付け
るように、内視鏡を載置する。
　これにより、洗浄消毒槽１１内に洗浄液・消毒液が溜まった状態で内視鏡の外部が洗浄
・消毒されると共に、内部も同時に洗浄・消毒される。
【００１７】
　図２は、内視鏡洗浄装置１の主に洗浄消毒槽１１付近を示す図であり、図２（ａ）：上
面図、図２（ｂ）：図２（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
　図２に示されるように、洗浄消毒槽１１は、中央付近に形成される島１１１と、装置手
前側（図２における左側）において形成される、主に内視鏡の操作部や接続部が載置され
る深底部１１２と、装置奥側（図２における右側）において形成される、主に内視鏡の挿
入部が載置される浅底部１１３と、を備える。
　内視鏡の操作部や接続部は嵩張るが、挿入部は基本的に単なる管であるため、それぞれ
を収納（浸漬）するのに必要十分なだけの深さとしているものである。また、基本的に長
い管状である内視鏡を洗浄消毒槽１１に収める際には、これをとぐろ状に巻くことになり
、その中心部には空間が生じることになるが、島１１１によってその空間を埋めている。
これらにより、本実施形態の内視鏡洗浄装置１では、内視鏡を浸漬するための液体の量を
必要最小限とすることができ、ランニングコスト（必要となる消毒剤等の量）の低減、洗
浄・消毒時間の短縮（注水や排水時間の短縮）等が図られる。
　洗浄消毒槽１１には、洗浄工程等において洗浄消毒槽１１に溜められた洗浄液等に回流
を与える回流ノズル２０（正転回流ノズル２０１、逆転回流ノズル２０２）や、洗浄槽カ
バー１３の裏面を洗浄・消毒するための蓋裏ノズル２１、消毒液を洗浄消毒槽１１に供給
する消毒蛇口１８、水（給水元から供給される水道水）を洗浄消毒槽１１に供給する給水
口１９が備えられる。
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　また、洗浄消毒槽１１の深底部１１２には循環口１１４が形成され、浅底部１１３には
洗浄消毒槽の液面レベルを検知するフロートスイッチ１７が配される。
　さらに、洗浄消毒槽１１には、内視鏡の吸引チャネル、鉗子起上チャネル、送気・送水
チャネル、鉗子チャネルと、チューブを介してそれぞれ接続するための、各カプラ２６（
吸引カプラ２６１、鉗子起上カプラ２６２、送気送水カプラ２６３、鉗子カプラ２６４）
が備えられ、これらの何れかとバイパスチューブ２８を介して接続される全管路消毒接続
口２７が備えられる。
【００１８】
　回流ノズル２０は、噴流によって洗浄消毒槽１１内の液体に第１の回流を与える第１回
流ノズルである正転回流ノズル２０１と、第１の回流と回転方向が逆となる第２の回流を
与える第２回流ノズルである逆転回流ノズル２０２と、を有する。
　図２（ｂ）に示されるように、正転回流ノズル２０１及び逆転回流ノズル２０２は、そ
の噴射口が、内視鏡の洗浄工程における洗浄液の液面ＬＬより低くなるように、且つ、洗
浄消毒槽１１の浅底部１１３より高くなるように配置される。これに対し、消毒蛇口１８
と給水口１９は、液面ＬＬより高くなるように配置される。
【００１９】
　洗浄消毒槽１１の中央付近に形成される島１１１は、基本態様が略円筒状に形成され、
その上面には、開閉蓋（ＯＦ弁１２１）を有するオーバーフロー口が設けられる。図２（
ｂ）に示されるように、島１１１の装置内部側には、開閉蓋であるＯＦ弁１２１を備えた
ＯＦ弁ユニット１２が備えられる。ＯＦ弁ユニット１２にはＯＦ弁１２１を開閉するため
の開閉機構（ソレノイド等を備えることにより、制御部（マイコン等）からの指示に応じ
てＯＦ弁を開閉する機構）が備えられ、また、オーバーフロー口から流出する液体の排水
経路を形成（排水タンクとの間を接続する排水パイプに接続）する。
　また、島１１１には、洗浄槽カバー１３の裏面を洗浄・消毒するために、洗浄液や消毒
液等を、洗浄槽カバー１３の裏面に対して噴出させる蓋裏ノズル２１が配される。
【００２０】
　図３は、内視鏡洗浄装置１の本発明に関する流体系統図である。
　同図に示されるように、内視鏡洗浄装置１は、消毒液（消毒剤）が溜められる消毒タン
ク２２、排水する液体を一時的に溜めるバッファである排水タンク２３、洗浄液（洗剤）
が溜められる洗剤タンク２４、アルコールが溜められるアルコールタンク２５等を備える
。
　また、ＳＶ・ＭＶ・ＨＶ・ＣＶ・ＲＶで表わされる各種のバルブ（電磁バルブ、モータ
バルブ、ハンドバルブ、逆止弁、圧力調整バルブ）や、Ｐで表わされる各ポンプ（Ｐ，Ｙ
Ｐは液体ポンプ、ＡＰはエアポンプ）、Ｆｒで表わされる各フィルター、Ｆｔｓで表わさ
れる各フロートスイッチ（液面センサ）、ＰｓＭで表わされる各圧力センサ等を備える。
　なお、各バルブ（手動バルブを除く）やポンプは図示しない制御部（マイコン等）によ
って制御され、各センサからの信号は制御部に入力されるものである。同様に、ユーザに
対する入出力部であるタッチパネル１５も図示しない制御部と接続されて情報のやり取り
が行われる。
【００２１】
　内視鏡洗浄装置１は、給水元（上水道）と接続される接続口（図示せず）から、洗浄消
毒槽１１へ水を供給する給水管路２９を有し、当該給水管路２９上には、給水元からの給
水を制御するバルブＳＶ１と、水フィルターＦｒ１と、圧力センサＰｓＭ２と、圧力調整
バルブＲＶ１等が備えられる（バルブＳＶ１は、水フィルターＦｒ１よりも給水元側に設
けられる）。水フィルターＦｒ１は、水道水をろ過（異物や菌を補足）するために給水管
路２９上に設けられているものである。
　内視鏡洗浄装置１には、水フィルターＦｒ１に対するエアブローを行うことが可能な給
気部が備えられる。この給気部は、エアポンプＡＰ１と、当該エアポンプＡＰ１と給水管
路２９とを接続する給気管路と、によって構成される。エアポンプＡＰ１は内視鏡内への
送気を行うためのものを利用しており、従って給気管路は、エアポンプＡＰ１から接続カ
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プラ２６の何れか（本実施形態では送気送水カプラ２６３）までの管路と、接続カプラ２
６の何れか（本実施形態では送気送水カプラ２６３）と接続されるバイパスチューブ２８
と、バイパスチューブ２８の他端が接続される全管路消毒接続口２７からバルブＨＶ１ま
でを接続する管路３３と、バルブＨＶ１からバルブＳＶ１と水フィルターＦｒ１の間とな
る給水管路２９までを接続する管路３０と、によって構成される。
　また、バルブＨＶ１からの排水路を構成（排水タンク２３までを接続）する管路３２が
設けられ（流路１を形成）、バルブＳＶ１と水フィルターＦｒ１の間となる給水管路２９
（給気管路が接続される区間）にも、排水路を構成（排水タンク２３と接続）する管路３
１が設けられる（管路３０、管路３１によって流路２を形成）。即ち、バルブＨＶ１は流
路１と２を切り替えるものである。管路３１上にはバルブＳＶ１３（圧抜きバルブ）が備
えられ、流路２を開閉可能に構成される。
　前述のごとく、管路３３、３０は、バイパスチューブ２８を介して接続カプラ２６の何
れか（本実施形態では送気送水カプラ２６３）と接続されるものであるため、上記管路構
成により、管路３３、３０に対して消毒液を供給することも可能な構成となる。即ち、内
視鏡洗浄装置１は、給水管路２９に対して消毒液を供給する消毒液供給部を備えるもので
あり、消毒液供給部は、消毒タンク２２、消毒タンク２２から接続カプラ２６の何れか（
本実施形態では送気送水カプラ２６３）までの流路（ポンプＰ１、洗浄消毒槽１１やポン
プＰ３等を含む）、バイパスチューブ２８、管路３３、３０によって、構成される。
【００２２】
　次に、以上の構成を備える内視鏡洗浄装置１の、水フィルターＦｒ１の交換時の処理動
作の概略を説明する。なお、各処理において処理の主体の記載を省略しているが、各バル
ブ、各ポンプの制御等は、上記の通り、図示しない制御部（マイコン等）によって制御さ
れるものである。
【００２３】
　図４は、水フィルター交換処理の処理動作全体の概略を示すフローチャートである。
　タッチパネル１５に対するユーザの操作によって、動作メニューから水フィルター交換
処理が選択されると、ハンドバルブであるバルブＨＶ１の切替えと、バイパスチューブ２
８の接続と、給水元栓を閉じる操作を促す画面をタッチパネル１５に表示する処理を行う
（ステップ４０１）。
　これに対し、ユーザは、バルブＨＶ１を流路２側へ切り替える操作と、送気送水カプラ
２６３と全管路消毒接続口２７をバイパスチューブ２８で接続する作業と、給水元栓を閉
じる操作を行い、タッチパネル１５にて切り替え作業終了を示すＯＫボタンを入力する。
　当該ＯＫボタンの入力を待っていた（ステップ４０２：Ｎｏ→ステップ４０１のループ
を実行していた）内視鏡洗浄装置１では、ＯＫボタンの入力によりステップ４０３へと移
行し（ステップ４０２：Ｙｅｓ）、給水元栓が閉じられているか否かを確認する。当該確
認は、バルブＳＶ１を開けて圧力センサＰｓＭ２の値が閾値を超えるか否か（若しくは値
が変動するか否か）によって判別する（確認処理が終わったらバルブＳＶ１は閉じる）。
なお、図示を省略しているが、閾値を超えた場合はエラー処理（警告表示など）となる。
【００２４】
　ステップ４０１～４０３によって管路切替（水フィルターＦｒ１に対するエアブローを
行うための給気管路の形成）が行われたら、バルブＳＶ７、９を開けて、バルブＳＶ１、
６、８、１０、１１、１３、１４は閉める（各バルブは、基本的に必要な時に開けてそれ
以外は閉める制御となるため、以降、特に言及する場合を除き、すでに閉まっているバル
ブに対する閉制御となるような説明、及び、開けたバルブを処理後に閉めることの説明に
ついては省略する）ことで、エアポンプＡＰ１から給水口１９までの送気路を形成し、エ
アポンプＡＰ１を起動してエアブローを実行し、給水管路２９（水フィルターＦｒ１含む
）内の水を洗浄消毒槽１１内へ押し出す。これにより、給水管路２９や水フィルターＦｒ
１に残っている水が排出される。図６は、給水管路２９（水フィルターＦｒ１含む）に対
するエアブロー時の送気経路を示す流体系統図である。
　なお、図４のフローチャートでは省略しているが、当該エアブロー時に、圧力センサＰ



(7) JP 2017-205396 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

ｓＭ２の値を監視し、これが所定値に至らない場合には、エアポンプＡＰ１又はエアポン
プＡＰ１から給水管路２９までの送気路に異常があると判断し、エアブローを停止してエ
ラー処理（警告表示など）とする。
【００２５】
　所定期間エアブローを行ったら、エアポンプＡＰ１を停止してエアブローを終了し、バ
ルブＳＶ９、１３、１４、ＭＶ１、２を開けて、管路の圧抜き処理を行う（ステップ４０
５）。圧抜き処理は、フィルターのバブルポイントに応じて各管路に残っている圧力等を
開放するものである。給水管路２９について言えば、大気圧（給水口１９）に対して、水
フィルターＦｒ１のバブルポイントに相当する分だけ圧力が高くなっているため、圧抜き
バルブであるバルブＳＶ１３を開けることにより、給水管路２９（水フィルターＦｒ１と
バルブＳＶ１の間）の残留圧力を開放しているものである。
【００２６】
　管路の圧抜き処理後は、水フィルターＦｒ１の交換作業と、ハンドバルブであるバルブ
ＨＶ１の流路１側への切替えと、給水元栓を開く操作を促す画面をタッチパネル１５に表
示する処理を行う（ステップ４０６）。
　これに対しユーザは、水フィルターＦｒ１の交換作業と、バルブＨＶ１を流路１側へ切
り替える操作と、給水元栓を開ける操作を行い、タッチパネル１５にて操作終了を示すＯ
Ｋボタンを入力する。
　当該ＯＫボタンの入力を待っていた（ステップ４０７：Ｎｏ→ステップ４０６のループ
を実行していた）内視鏡洗浄装置１では、ＯＫボタンの入力によりステップ４０８へと移
行し（ステップ４０７：Ｙｅｓ）、バルブＳＶ７、９を開けてエアポンプＡＰ１を起動し
つつ圧力センサＰｓＭ２の値が所定値を超えるか否か（若しくは値が変動するか否か）を
判別することで、バルブＨＶ１が流路１側へ切り替えられているか否かを確認し、当該確
認終了後に圧抜き処理（バルブＳＶ９、１３、１４を開ける）を実行する（圧抜き処理は
、バルブＨＶ１が切り替えられていなかった場合、給水管路２９に圧力が残った状態とな
るため、これを除去するもの）。なお、図示を省略しているが、バルブＨＶ１が切り替え
られていないと判別された場合にはエラー処理（警告表示など）となる。
【００２７】
　続くステップ４０９では、バルブＳＶ１を開けて圧力センサＰｓＭ２の値が閾値を超え
るか否か（若しくは値が変動するか否か）によって、給水元栓が正しく開いているか否か
を確認する（開いていない場合はエラー処理（警告表示など））。
　最後のステップ４１０ではすすぎ・排水処理を行う。当該すすぎは、給水管路２９や水
フィルターＦｒ１に対するエア抜きとして行われるものである。
　すすぎは、洗浄消毒槽１１内の水をポンプＰ３にて管路を循環させることによって行う
ため、先ず洗浄消毒槽１１への注水を行う。注水は、ステップ４０９で給水元栓が正しく
開いていると判断された場合に、そのままバルブＳＶ１を開けた状態とすることで行う。
　フロートスイッチ１７によって測定される洗浄消毒槽１１内の液面が所定レベルに達し
たら、ポンプＰ３を起動し、バルブＳＶ２～５、８～１１を適宜交互に開閉することで、
各カプラ２６、回流ノズル２０、蓋裏ノズル２１、に交互にすすぎ水を送液する。すすぎ
中は、水の供給（ＳＶ１開）を継続しつつ、ＯＦ弁１２１を開けることで“かけ流し”方
式にて行う。各カプラ２６（送気送水カプラ２６３）へ送液されることで、バイパスチュ
ーブ２８内もすすぎが行われる（このすすぎ水は流路１から排出される）。
　所定期間すすぎ（エア抜き処理）を行ったら、バルブＳＶ６、８～１１とＯＦ弁１２１
を開けてエアポンプＡＰ１を起動して管路の排水（エアブロー）を行い、ポンプＰ３を駆
動しつつバルブＭＶ２を開けて洗浄消毒槽１１の排水を行う（さらにポンプＰ２を駆動し
て排水タンク２３の排水も行う）。エアブロー時にＯＦ弁１２１を開けるのは、リリース
弁として機能させているものである。
　すすぎ・排水処理が終わったら、バイパスチューブ２８の取り外し指示をタッチパネル
１５に表示し、処理を終了する。
【００２８】
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　以上のごとく、本実施形態の内視鏡洗浄装置１によれば、水フィルターの交換処理にお
いて、給水管路２９や水フィルターＦｒ１に対するエアブローによって水が切られるため
、水フィルターの交換作業において水が垂れてきてしまうといったことが抑止される。
　また、このエアブロー処理により、水フィルターが設けられる給水管路では、水フィル
ターのバブルポイントに相当する分だけ圧力が大気圧より高くなっている場合があるため
、これの交換（取り外し）作業において、水滴やエアが噴出してくる場合があるが、本実
施形態の内視鏡洗浄装置１によれば、エアブロー後にエア抜きを行っているため、水フィ
ルター交換時の噴出しが抑止される。
【００２９】
　次に、本実施形態の内視鏡洗浄装置１の、全管路消毒の処理動作の概略を説明する。全
管路消毒は、通常使用時には消毒がされない（消毒液が供給されない）給水管路２９の消
毒を主な目的としている。
【００３０】
　図５は、全管路消毒処理の処理動作の概略を示すフローチャートである（なお、図４と
同様の処理概念となるものについては同一の符号を使用すること等により、以下の説明を
省略若しくは簡略化する）。
　タッチパネル１５に対するユーザの操作によって、動作メニューから全管路消毒処理が
選択されると、管路切替～エアブロー処理が行われる（ステップ５０１）。当該処理は水
フィルター交換処理（図４）のステップ４０１～４０５と同様である（ここでの説明を省
略する）。これにより、バイパスチューブ２８が接続され、バルブＨＶ１が流路２側に切
り替えられる。
【００３１】
　続くステップ５０２では、管路及び洗浄消毒槽１１の排水処理を行う。ステップ５０１
におけるバイパスチューブ２８接続後のエアブローにより押し出されて洗浄消毒槽１１内
に溜まっている水を排水するものである。管路及び洗浄消毒槽１１の排水は、（図４）の
ステップ４１０における排水と同様であるが、ここではバイパスチューブ２８への送気は
行わない（ＳＶ９閉）。
　ステップ５０１～５０２の処理による、バイパスチューブ２８接続後のエアブローによ
る各管路の排水と、洗浄消毒槽１１の排水をすることによって、この後の消毒処理でこれ
らの流路を通る消毒剤が希釈されることを抑止できる。
【００３２】
　各管路及び洗浄消毒槽１１の排水が終わったら、全管路消毒を行う（ステップ５０３）
。
　消毒処理は、洗浄消毒槽１１内に溜めた消毒液をポンプＰ３にて管路を循環させること
によって行う。具体的には、先ずポンプＰ１を駆動して、消毒液を洗浄消毒槽１１に溜め
る（フロートスイッチ１７に基づき所定レベルでポンプＰ１を停止）。次にポンプＰ３を
起動し、バルブＳＶ２～５、８～１１を適宜交互に開閉することで、各カプラ２６、回流
ノズル２０、蓋裏ノズル２１、から交互に消毒液を噴射させる。各カプラ２６（送気送水
カプラ２６３）からバイパスチューブ２８へ消毒液が送液されることで、給水管路２９（
水フィルターＦｒ１含む）に対しても消毒液が供給される。この際、バルブＳＶ１が閉め
られ（若しくはＲＶ１内の逆止弁）、バルブＳＶ１３も閉められているため、給水管路２
９に供給された消毒液は給水口１９から洗浄消毒槽１１へと戻る。
　所定の時間全管路消毒処理を行ったら、ステップ５０４へ移行し、バルブＳＶ７、９を
開けてエアポンプＡＰ１を起動することで給水管路２９に対するエアブローを行い、給水
管路２９（水フィルターＦｒ１含む）内の消毒液を洗浄消毒槽１１内へ押し出す（消毒液
回収）。
【００３３】
　給水管路２９（水フィルターＦｒ１含む）内の消毒液押し出し後は、ハンドバルブであ
るバルブＨＶ１の流路１側への切替えと、給水元栓を開く操作を促す画面をタッチパネル
１５に表示する処理を行う（ステップ５０５）。
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　これに対しユーザは、バルブＨＶ１を流路１側へ切り替える操作と、給水元栓を開ける
操作を行い、タッチパネル１５にて操作終了を示すＯＫボタンを入力する。
　当該ＯＫボタンの入力を待っていた（ステップ５０６：Ｎｏ→ステップ５０５のループ
を実行していた）内視鏡洗浄装置１では、ＯＫボタンの入力によりステップ５０７へと移
行し、消毒液を廃棄するか回収するかの指示を求める画面をタッチパネル１５に表示する
（ステップ５０７）。
【００３４】
　ステップ５０７に対するユーザからの指示が“廃棄”であった場合には、ステップ５０
８～５１０の消毒液廃棄処理へと移行する。
　消毒液廃棄処理では先ず洗浄消毒槽１１内の消毒液の廃液を行う（ステップ５０８）。
処理内容はステップ５０２の排水処理と同様である。
　消毒液の廃液後は、バルブＨＶ１が流路１側へ切り替えられているか否かの確認と、給
水元栓が開いていることの確認する処理を行う。当該処理は図４のステップ４０８、４０
９と同様である。
　次に、ポンプＰ１を駆動して消毒タンク２２に残っている消毒液全てを洗浄消毒槽１１
内へ送り、これを廃液する（ステップ５０９）。これにより、消毒液が全量廃棄され、次
に、空になった消毒タンク２２のすすぎ処理を行う（ステップ５１０）。
　消毒タンク２２のすすぎ処理は、バルブＳＶ１を開いて洗浄消毒槽１１へ注水し、この
洗浄消毒槽１１に溜めた水をバルブＭＶ１開けてポンプＰ３を駆動することで消毒タンク
２２へと供給する。さらに、ポンプＰ１を駆動して消毒タンク２２に供給した水を全て洗
浄消毒槽１１内へ送り、これを排水することで消毒タンク２２のすすぎ処理が終了する。
　これらのステップ５０８～５１０の処理により、消毒液の全量廃棄と消毒タンク２２の
すすぎが行われる。
【００３５】
　一方、ステップ５０７に対するユーザからの指示が“回収”であった場合には、ステッ
プ５１１～４０９の消毒液回収処理へと移行する。
　消毒液回収処理では先ず洗浄消毒槽１１内の消毒液の回収を行う（ステップ５１１）。
消毒液の回収は、バルブＳＶ６～８、１０、１１を開けてエアポンプＡＰ１を起動して管
路の消毒液を洗浄消毒槽１１内へ押し出し、ポンプＰ３を駆動しつつバルブＭＶ１を開け
て消毒液を消毒タンク２２へと戻すことによって行う。
　消毒液回収後は、バルブＨＶ１が流路１側へ切り替えられているか否かの確認と、給水
元栓が開いていることの確認をする処理を行う。当該処理は図４のステップ４０８、４０
９と同様である。
【００３６】
　ステップ５０８～５１０の消毒液廃棄処理、または、ステップ５１１～４０９の消毒液
回収処理が終了したら、最後にすすぎ・排水処理を行う。当該処理は図４のステップ４１
０と同様であり、すすぎ・排水処理が終わったら、バイパスチューブ２８の取り外し指示
をタッチパネル１５に表示し、処理を終了する。
【００３７】
　以上のごとく、本実施形態の内視鏡洗浄装置１によれば、通常使用時には消毒がされな
い（消毒液が供給されない）給水管路２９の消毒も行うことができる。
　また、内視鏡洗浄装置１のランニングコストにおいて、所定回数で交換しなければなら
ない消毒液のコストが占める割合は高く、従って、消毒液を極力無駄にしない内視鏡洗浄
装置が求められているが、本実施形態の内視鏡洗浄装置１によれば、消毒処理後の給水管
路２９や水フィルターＦｒ１に対するエアブローによって、給水管路２９や水フィルター
Ｆｒ１に溜まっている消毒液を回収することができるため、消毒液の回収率を高くするこ
とができる。
　加えて、消毒処理前のエアブローにより、各管路の排水を行っているため、消毒処理で
これらの流路を通る消毒剤の希釈が抑止される。
【００３８】
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　なお、本実施形態では、給水管路や水フィルターに対するエアブロー用のエアポンプを
、内視鏡内への送気に使用するエアポンプと共通化（一部管路も共有）する構成としてお
り、コスト低減及び小型化ができるため優れているが、給水管路や水フィルターに対する
エアブロー用のエアポンプを、内視鏡内への送気に使用するエアポンプとは別に設けるも
のであってもよい。また、エアブロー用の管路と給水管路を消毒するための管路を一部共
有化している（バイパスチューブ２８等）が、それぞれ独立した管路とするものであって
もよい。
【００３９】
　また、本実施形態では、水フィルターの交換処理と、全管路消毒処理をそれぞれ独立し
た処理として説明しているが、両者が一体の処理であってもよい。例えば、全管路消毒に
よって水フィルターに消毒液を通した場合には、水フィルターを交換させるものとして、
全管路消毒処理に続けて水フィルターの交換処理を実行させる（図５のステップ４１０に
替えて図４の処理を行う）ものであっても良いし、消毒液を廃棄する場合に合わせて水フ
ィルターを交換させる（消毒液廃棄処理中において（図５のステップ５１０に続けて）、
図４の処理も行う）もの等であっても良い。
【００４０】
　実施形態では、流路１と２を切替えるバルブ（ＨＶ１）としてハンドバルブを例として
説明しているが、３方弁の電動弁等の使用により切替えを自動化してもよい。即ち、ステ
ップ４０１、４０６、Ｓ５０５等で、バルブＨＶ１の手動切替えを指示していた処理に替
えて、装置で自動的に流路１と２を切替える処理としてもよい。
【符号の説明】
【００４１】
　１．．．内視鏡洗浄装置
　　１１．．．洗浄消毒槽
　　２８．．．バイパスチューブ（給気管路）
　　２９．．．給水管路
　　ＡＰ１．．．エアポンプ（給気部）
　　Ｆｒ１．．．フィルター
　　Ｐ１．．．ポンプ（消毒液供給部）
　　ＳＶ１．．．バルブ（給水元からの給水を制御するバルブ）
　　ＳＶ１３．．．バルブ（圧抜きバルブ）
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